
























































































































図1 入船公園の立地環境 地図協力 昭文社
「スーパーマップルデジタル12 全国版」（CDR）に加工を施した。














































写真5 ベンチ（2人掛） 写真6 ベンチ（1人掛） 写真7 ベンチ（背もたれ付，3人掛） 写真8 自由広場
















































写真13ロー マンベンチで背中のストレッチ 写真14 握り棒で懸垂 写真15 ツイストスタンドで腰のストレッチ
写真17 噴水広場 写真18 遊具広場 写真19 ベンチで昼寝 写真20 小広場
写真16 噴水広場全景











































































































































































































写真24 カーフベンチ 写真25 アームベンチ
















































































































































































図32 健康遊具の利用人数 図33 健康遊具に適する素材
図34 健康遊具の必要性 図35 健康遊具に求める機能
が必要である。
③ 健康遊具の安全性のためにユニバーサルの視点で設計
する。
3.高齢者のための公園の条件について
高齢者の生活目標は，「健康を保つ＝運動」と「人とつ
ながる＝コミュニケーション」と「自由な時間を楽しむ＝
憩い」に集約できる。これら3つの要素に対応する装置が，
公園の中に仕掛けられている。ウォーキング散歩コース
になる「遊歩道」，健康とコミュニケーションの促進機能
を持つ「健康遊具」，腰掛けて知り合いと談笑したり，ゆ
ったり1人でくつろげる「ベンチ」，樹木や草花，噴水に
囲まれて季節の変化を肌で感じる豊かな「自然」の四点セ
ットである（図36）。これら四点セットの運営が整備され
たとき，高齢者にとって公園は，自宅以外の貴重な居場所
となる。公園が孤独になりがちな高齢者の生活を豊かにし
てくれるはずである。
公園という公共空間は，緑に囲まれた自然環境の中にあ
り，総ての人に公平に開かれており，いつでも自由に出入
りが可能で，マイペースで多様な行動が保障される空間で
ある。公共空間の中でこれほど魅力的かつ身近な屋外空間
はない。
注
1） 日本経済新聞（夕刊）2008，10,14
2） 日本経済新聞（朝刊プラス1）2011，5,21
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図36「高齢者のための公園」の機能と装置
